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乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
を

国
に
求
め
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

医療費助成が大幅に前進
就学前以上が９割超

　

歯
科
臨
床
学
術
学
会
部
は

５
月
23
日
、
岡
山
大
学
附
属

病
院
小
児
歯
科
講
師
の
岡
崎

好
秀
氏
を
招
い
て
「
動
物
学

や
ヒ
ト
へ
の
進
化
か
ら
口
の

機
能
を
探
る―

謎
解
き
口
腔

機
能
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
５

ー
ク
（
乳
幼
児
ネ
ッ
ト
）
が

５
月
26
日
に
国
会
内
で
集
会

を
開
い
た
。

　

集
会
で
は
、
２
０
０
１
年

５
月
に
「
乳
幼
児
ネ
ッ
ト
」

が
発
足
し
て
以
来
、
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
世
論
が
急
速
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

国
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
た
地
方
議

会
が
全
体
の
44
％
に
達
し
、

通
院
対
象
年
齢
を
「
就
学

前
」
以
上
と
す
る
市
区
町
村

は
01
年
４
月
の
20
％
か
ら
09

年
に
は
94
％
へ
と
増
加
し
、

入
院
も
同
期
間
に
37
％
か
ら

97
％
へ
と
大
幅
に
前
進
し

た
。
助
成
対
象
を
「
中
学
校

卒
業
」
以
上
と
す
る
市
区
町

村
は
通
院
３
４
９
（
19

％
）、
入
院
３
９
０
（
21

％
）
に
広
が
っ
た
。

　

一
方
で
各
都
道
府
県
や
市

町
村
で
の
自
治
体
間
格
差
も

拡
大
し
て
い
る
。
群
馬
県
で

は
、
通
院
入
院
と
も
中
学
卒

業
ま
で
助
成
し
て
い
る
が
、

大
阪
で
は
助
成
対
象
を
通
院

３
歳
未
満
、
入
院
就
学
前
と

大
き
く
格
差
が
あ
る
。

　

乳
幼
児
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か

け
人
の
住
江
憲
勇
保
団
連
会

長
は
「
格
差
社
会
・
貧
困
が

進
み
、
社
会
保
障
が
ず
た
ず

た
に
さ
れ
て
い
る
中
で
医
療

費
無
料
化
、
社
会
保
障
現
物

給
付
が
今
求
め
ら
れ
て
い

る
。
子
ど
も
の
肉
体
的
・
精

神
的
発
達
を
保
障
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

集
会
に
は
、
斉
木
武
志
・

中
後
淳
・
宮
崎
岳
志
（
衆
・

民
主
）、
穀
田
恵
二
・
笠
井

亮
・
高
橋
千
鶴
子
（
衆
・
共

産
）、
小
池
晃
・
山
下
芳
生

（
参
・
共
産
）
の
各
国
会
議

進
化
か
ら
口
腔
機
能
を
探
る

魚
類
か
ら
ヒ
ト
へ
の
歯
や
咬
合

子どもの健全な発育を保障すべきと挨拶す
る住江氏＝５月26日、国会議員会館内　　

乳幼児ネット全国集会

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

や
婦
人
団
体
な
ど
で
つ
く
る

月
度
生
涯
研
修
講
座
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
63
人
が

受
講
し
た
。

　

岡
崎
氏
は
、
冒
頭
に
実
際

の
症
例
を
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ

オ
を
交
え
な
が
ら
、「
大
学

を
卒
業
以
来
、
多
く
の
障
害

口腔機能について論じる岡崎氏（右）と話を熱心に
聴く受講者＝５月23日、Ｍ＆Ｄホール

児
を
診
て
き
た
が
、
そ
の
中

で
重
度
の
脳
性
ま
ひ
児
に
は

夭
折（
よ
う
せ
つ
）し
た
子
ど

も
達
が
多
い
。
そ
ん
な
子
ど

も
達
を
振
り
返
る
と
、
重
度

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
常

に
口
が
開
い
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
口
は
使
わ
な
い
と
開

い
て
く
る
。
だ
か
ら
使
え
ば

よ
い
。
こ
れ
だ
け
で
多
く
の

問
題
が
妨
げ
る
」と
述
べ
た
。

　

本
題
で
は
「
ど
う
し
て
不

潔
な
口
腔
に
よ
り
、
肺
は
誤

嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
の
に
、

口
は
平
気
な
の
だ
ろ
う
」

「
ヒ
ト
の
赤
血
球
と
白
血
球

は
ど
ち
ら
が
先
か
」「
あ
る
産

婦
人
科
病
棟
で
、
手
術
後
、

早
く
ガ
ス
を
出
す
為
に
と
っ

た
方
法
と
は
」「
歯
か
ら
見

た
馬
券
の
買
い
方
は
」「
何
故

ヒ
ト
の
歯
は
、
一
度
し
か
生

え
変
わ
ら
な
い
の
か
」
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
質
問
を
投
げ

か
け
な
が
ら
、
魚
類
か
ら
ヒ

ト
へ
の
進
化
を
通
じ
て
、
あ

る
べ
き
小
児
の
咬
合
を
は
じ

め
と
し
た
日
常
臨
床
上
の
問

題
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

同
氏
は
、
講
演
を
通
し
て

「
難
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
」

「
や
さ
し
い
こ
と
を
重
く
」

「
重
い
こ
と
を
面
白
く
」を
念

頭
に
お
き
つ
つ
、
１
つ
の
解

答
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

い
か
に
違
う
解
答
を
見
つ
け

る
か
を
追
究
す
る
姿
勢
が
重

要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

解
答
を
導
き
出
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
み
、
同
時

に
臨
床
に
役
立
て
る
。
そ
こ

に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
な

い
と
つ
い
重
要
な
こ
と
を
見

逃
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
た
講
演
会
で
あ
っ

た
。 

（
淀
川
区
・
林
哲
平
）

　

協
会
の
南
河
内
地
区
は
、

半
調
節
性
咬
合
器
の
使
い
方

を
テ
ー
マ
に
、
柿
本
和
俊
氏

（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯

科
学
講
座
講
師
）
を
招
い
て

５
月
22
日
、
保
険
医
会
館
で

講
習
会
を
開
き
、
40
人
が
参

加
し
た
。

　

柿
本
氏
は
、
顎
運
動
関
連

検
査
３
８
０
点
に
含

ま
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
バ

イ
ト
と
ゴ
シ
ッ
ク
ア

ー
チ
描
記
法
は
、
合

計
で
９
０
０
点
の
時

代
が
あ
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
当
時
は
今

回
の
よ
う
な
講
演
依

頼
が
多
か
っ
た
が
、

最
近
は
少
な
く
な
っ

　

論
理
的
で
、
具
体
的
な
講

習
会
で
内
容
の
濃
い
話
に
、

参
加
者
は
明
日
か
ら
の
臨
床

に
す
ぐ
に
役
立
ち
、
ま
た
咬

合
器
を
購
入
す
る
時
の
参
考

に
な
っ
た
と
大
変
評
判
が
よ

か
っ
た
。

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

た
と
し
た
。

　

講
演
で
は
、
咬
合
器
の
分

類
か
ら
始
ま
り
、
ア
ル
コ
ン

型
、
コ
ン
ダ
イ
ラ
ー
型
の
各

々
の
特
徴
、
ス
ロ
ッ
ト
型
、

ツ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
型
の
利

点
、
欠
点
な
ど
を
丁
寧
に
説

明
し
、
臨
床
で
ど
の
よ
う
な

視
点
か
ら
咬
合
器
を
選
定
す

れ
ば
い
い
か
示
唆
し
た
。
Ｇ

Ｃ
の
Ｌ
Ｌ
85
咬
合
器
、
松
風

の
プ
ロ
ア
ー
チ
Ⅲ
、
モ
リ
タ

の
ハ
ノ
ー
Ｈ
20
を
持
参
し
、

参
加
者
全
員
に
回
覧
し
な
が

ら
講
演
し
た
。

　

ま
た
、
動
画
を
使
っ
て
ゴ

シ
ッ
ク
ア
ー
チ
、
チ
ェ
ッ
ク

バ
イ
ト
の
具
体
的
な
作
成
の

手
順
を
説
明
し
た
。

員
が
参
加
し
、
地
域
間
格
差

は
な
く
す
べ
き
と
、
国
制
度

創
設
に
理
解
を
示
し
た
。

　

当
日
は
４
万
８
３
４
４
筆

の
「
国
の
医
療
費
無
料
制
度

創
設
を
求
め
る
請
願
」
署
名

を
国
会
に
提
出
し
、
こ
れ
ま

で
に
届
け
た
合
計
は
１
３
０

万
筆
を
超
え
た
。

　

集
会
後
、
大
阪
選
出
の
衆

参
全
議
員
に
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
制
度
を
国
が
作
る
よ

う
要
請
し
た
。
高
嶋
良
充
議

員
（
参
・
民
主
）
は
、
面
談

を
拒
否
し
た
。

【
面
談
議
員
】

　
（
民
主
・
衆
）長
尾
敬
、（
自

民
・
衆
）竹
本
直
一
、（
共
産

・
衆
）宮
本
岳
志
、（
共
産
・

参
）山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

•
衆
院（
民
主
）稲
見
哲
男
、

大
谷
啓
、
熊
谷
貞
俊
、
熊
田

篤
嗣
、
樽
床
伸
二
、
辻
惠
、

中
川
治
、
中
島
正
純
、
中
野

寛
成
、
長
安
豊
、
萩
原
仁
、

平
野
博
文
、
藤
村
修
、
村
上

史
好
、
吉
田
お
さ
む
、
渡
辺

義
彦
、（
社
民
）辻
元
清
美
、

服
部
良
一
、（
自
民
）松
浪
健

太
、
谷
畑
孝
、
西
野
あ
き

ら
、
柳
本
卓
治
、（
公
明
）池

坊
保
子
、（
共
産
）吉
井
英
勝

•
参
院
（
民
主
）梅
村
聡
、

尾
立
源
幸
、
松
岡
徹
、
前
川

清
成
、（
自
民
）北
川
イ
ッ
セ

イ
、
谷
川
秀
善
、（
公
明
）白

浜
一
良
、
山
下
栄
一
、
山
本

香
苗
、（
共
産
）市
田
忠
義

咬合器を示し解説する柿本氏
＝５月22日、保険医会館　　

５月度生涯研

南河内地区

咬
合
器
の
選
び
方
・
使
い
方

Ｇ
ｏ
Ａ
や
Ｃ
ｈ
Ｂ
の
手
順
を
ビ
デ
オ
で
解
説

５
・
27
国
会
要
請
先

５・22近畿総決起集会賛同一覧
（団体・個人、敬称略、大阪のみ、順不同）

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金 【予定利率】

【ご加入例】

月払月払
10口
（10万円）

70歳から10年確定年金で受給の場合
受給月額 　　　　約36万円
受給総額　　　約4,427万円
◎掛け金総額　　3,600万円 短期のご利用では積立金が掛け金を下回ります

加入加入

1.256256％
2009年９月１日現在

２ 生保４社（三井・明治安田・富
国・ソニー）に委託してリスク
を分散しています ３ 制度発足以来、年金受給者の

受給額をカットしたことはあ
りません

●月　払：１口１万円（通算30口まで）
●一時払：１口50万円（毎回40口まで）加入口数
満74歳までの協会会員
月払の増口・一時払は満79歳まで加入資格

1 全国で加入者数約６万人、積立
金総額１兆1000億円を超える大
規模年金制度。42年の実績！

40
歳

　締め切
り迫る！

　６月25
日まで

（
敬
称
略
、順
不
同
）

【国会議員】
　辻　　　惠（民主・衆・大阪17区）
　長安　　豊（民主・衆・大阪19区）
　竹本　直一（自民・衆・近畿比例）
　宮本　岳志（共産・衆・近畿比例）
　吉井　英勝（共産・衆・近畿比例）
　辻元　清美（社民・衆・大阪10区）
【医師会・歯科医師会・医療関係】
　守口市医師会　会長　森﨑堅太郎
　箕面市医師会　会長　首藤弘史
　摂津市医師会　会長　黒本成人
【自治体】
　岸 和 田 市 長　野口聖
　大阪市議会議長　船戸良裕


